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議員定数と報酬の適正な在り方はいかに？

議員と市民の意見交換会を市内６会場で開催
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本
市
議
会
で
は
昨
年
12
月
16
日
、

議
長
を
除
く
23
人
に
よ
る
議
員
定

数
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会（
荒

木
勝
美
委
員
長
）を
設
置
。
議
員

定
数
等
の
適
正
な
在
り
方
を
調
査

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

詳
細
な
調
査
検
討
を
議
員
定
数
等

調
査
検
討
に
関
す
る
小
委
員
会

（
８
人
、
赤
澤
康
宏
委
員
長
）に

付
託
し
て
い
ま
す
。

小
委
員
会
で
は
、
６
月
24
日
開

催
さ
れ
た
第
３
回
特
別
委
に
、
４

～
５
月
に
４
回
に
わ
た
り
調
査
し

た
議
員
定
数（
現
在
24
人
）の
適

正
な
在
り
方
に
つ
い
て
、
24
人
、

22
人
、
20
人
の
３
案
に
絞
っ
て
検

討
し
た
が
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
議
員
報
酬（
現
在
月
額
40

万
円
）は
40
万
円
か
ら
45
万
円
が

適
正
と
報
告
。
こ
れ
を
受
け
た
特

別
委
員
会
は
、
定
数
３
案
に
つ
い

て
議
長
及
び
委
員
長
を
除
き
採

決
し
た
と
こ
ろ
24
人
が
８
人（
深

見
、
小
西（
義
）、
難
波
、
小
西

（
利
）、
村
木
、
加
藤
、
大
熊
、
西

森
）、
20
人
が
３
人（
萱
野
、
三
宅
、

津
神
）、
22
人
が
11
人（
前
記
以

外
の
委
員
）と
な
り
、
次
に
24
人

と
22
人
の
２
案
で
採
決
し
た
結
果
、

24
人
は
同
じ
８
人
の
ま
ま
、
そ
の

他
の
委
員
は
22
人
が
適
正
と
し
ま

し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き

政
務
活
動
費
の
適
正
な
在
り
方
に

つ
い
て
調
査
。
８
月
末
を
目
途
に

定
数
と
報
酬
、
政
務
活
動
費
の
適

正
な
在
り
方
を
取
り
ま
と
め
て
本

会
議
で
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
委
員
会
で
は
、
報

酬
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
設
置
す

る
第
三
者
機
関「
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
」の
審
議
結
果
を
尊
重
す

る
立
場
か
ら
市
長
に
同
審
議
会
を

開
催
す
る
よ
う
要
請
す
べ
き
と
決

定
。
議
長
が
要
請
し
ま
し
た
。

出
席
者
57
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
い
た
結
果
、
定
数
は「
減
ら
す

べ
き
」42
％
、「
現
状
で
よ
い
」19

％
、「
増
や
す
べ
き
」１
％
。
報

酬
は「
現
状
で
よ
い
」35
％
、「
増

や
す
べ
き
」17
％
、「
減
ら
す
べ

き
」10
％
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

【
市
政
に
対
す
る
意
見
】

【
市
政
に
対
す
る
意
見
】

左
表
の
と
お
り
、
歩
道
整
備
、

農
地
の
管
理
状
況
な
ど
市
政
へ
の

意
見
も
多
く
あ
り
、
意
見
を
基
に

委
員
会
で
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
様
々
な
意
見
は
、
今
後
の
議
員

定
数
・
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
調
査
検
討
や
、
当
局
へ
の
提
案

な
ど
に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
住
民
と
意
思

疎
通
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

○
現
状
の
議
員
定
数
で
よ
い
。
定

数
が
少
な
く
な
る
と
、
人
口
の

少
な
い
地
域
の
意
見
が
反
映
さ

れ
な
く
な
る
。

○
住
民
代
表
で
あ
る
議
員
定
数
が

減
る
の
は
、
民
主
主
義
の
根
幹

に
関
わ
る
。
女
性
議
員
が
も
っ

と
増
え
て
ほ
し
い
。

○
地
域
の
代
表
と
考
え
る
な
ら
ば

今
の
24
人
は
決
し
て
多
く
な
い
。

○
報
酬
増
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
。

○
議
員
の
勉
強
は
必
要
。
政
務
活

動
費
は
少
な
い
。
検
討
す
べ
き

【
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

【
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

を
踏
ま
え
、
削
減
す
る
の
が
妥

当
○
定
数
・
報
酬
と
も
に
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
市
民
が
多

い
と
は
思
う
が
、
そ
れ
に
左
右

さ
れ
ず
、
議
員
自
ら
が
決
め
る

べ
き

○
議
員
定
数
は
20
人
か
22
人
で
良

い
。
報
酬
は
、
若
い
人
が
議
員

に
な
れ
る
環
境
を
作
る
べ
き
。

政
務
活
動
費
も
少
な
す
ぎ
る
。

○
若
手
を
伸
ば
す
に
は
報
酬
増
も

あ
り
得
る
が
、
報
酬
だ
け
の
働

き
を
す
る
こ
と
が
必
要

○
県
内
他
市
と
の
比
較
か
ら
、
報

酬
は
他
市
並
み
に
上
げ
て
も
良

い
が
、
議
員
活
動
を
も
っ
と
き

め
細
か
く
し
て
ほ
し
い
。

○
定
数
や
報
酬
を
我
々
市
民
に
聞

か
れ
て
も
、
現
状
で
は
判
断
の

し
よ
う
が
な
い
。
議
員
活
動
を

分
か
り
や
す
く
見
え
る
化
す
る
、

本
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

く『
議
員
と
市
民
の
意
見
交
換

会
』（
議
会
報
告
会
）を
５
月
17
日
、

市
内
公
民
館
な
ど
６
会
場
に
計
61

人
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
は
ま
ず
、「
議
員
定
数
等

調
査
検
討
特
別
委
員
会
の
調
査
状

況
」「
議
会
・
委
員
会
の
活
動
内

容
」を
報
告
。
そ
の
あ
と
、
出
席

の
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
。

今
回
は
、
議
員
も
個
人
の
意
見
を

述
べ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
た
め
、

活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
主
な
テ
ー
マ「
議

員
定
数
と
報
酬
の
在
り
方
」に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合
で
一

部
省
略
、
割
愛
し
て
い
ま
す
。）

【
定
数
・
報
酬
等
に
関
す
る
意
見
】

【
定
数
・
報
酬
等
に
関
す
る
意
見
】

○
議
員
自
ら
定
数
削
減
は
難
し
い
。

市
民
の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
定
数
減
・
報
酬
据
置
が
多
数

議
員
定
数
・
報
酬
に
様
々
な
意
見

議
員
定
数
は
22
人
が
適
正
が
多
数

定
数
等
調
査
検
討
特
別
委
　
報
酬
審
の
開
催
を
要
請

〇意見交換会での主な意見と対応状況
意見交換での意見 回答内容・委員会など

での対応状況

1

歩道の段差解消
について、歩行
者が歩きやすい
歩道を整備して
ほしい。

【建設消防委員会で調査】
当局にスピード感をもっ
て段差解消するよう強く
求めた。

2

農業公社で農地
管理が十分にで
きていないので
はないか。

【産業水道委員会で調査】
公社から第三者への委託
等もされ、耕作されてい
ない農地も散見されてい
ることを確認し、適切な
指導を求めた。

3

総社吉備路文化
館の利用状況は
どうか。

【総務文教委員が確認】
平成 26 年度は来場者数
は 8,863 人。高木聖鶴書
展、雪舟の生涯などを開
催している。

4

新総社大橋の開
通はいつになる
のか。

【会場での回答】
当初平成 26 年度末開通
の予定だったが、国の交
付金が入ってこない等の
理由で遅れ、平成 27 年
度末の見込みである。

5

ＪＲ吉備線ＬＲ
Ｔ化の話が進ん
でいる。服部駅
周辺の土地利用
の在り方はどう
か。

【会場での回答】
土地利用の規制緩和は、
市の重点要望事項にも
入っている。開発できず
にＬＲＴが来ても仕方が
ない。同時進行でいける
ようしなければならな
い。

本市議会では、「議会に関する市民アンケート」を本年４月（回答期
限５月11日）実施し、このほどその結果がまとまりました。このア
ンケートは、市議会に対する市民の皆さんのご意見を把握し、今後
の議会改革の参考とするため、20歳以上の市民2,000人（男女各1,000
人）を対象に無作為抽出により実施したものです。集計結果の概要は
次のとおりです。
・	回収結果　有効回収数648件（回収率32.4%）
・	市議会への関心度　「ある」「少しある」で73％
・	議会だよりの閲覧　「関心のあるものだけ読む」が50％
・	改革に取り組むべき課題　「議員数・報酬などの検討」63％、「懇
談会の開催や意向調査」44%、「調査機能の向上」29%など

・	「議員定数（24人）が多い」と回答した人が適切と思う定数は「20
人」が44%

・	「議員報酬（月額40万円）が多すぎると思う」と回答した人が適正
と思う報酬月額は「30万円未満」が30%

・	政務活動費（月額25,000円）について　「適当だと思う」が38%
◎	他にも自由記述では、教育・福祉など生活に関する多数のご意見
をいただきました。
	 議員定数等調査検討特別委員会では、アンケート結果を今後の議
論に生かしていきます。なお、アンケートの全体集計は今後取り
まとめ、市議会ホームページに掲載します。

「定数が多い」47.5％・「報酬が多い」41.2％「定数が多い」47.5％・「報酬が多い」41.2％
議会に関する市民アンケート結果集計

Q議員定数24人について

今のままで
よい 26.9％

多いと思う
47.5％

無回答
5.7％

わからない
19.4％

Q月額40万円の報酬について

定数
回答：648人少ない

と思う
　0.5％

適当だと
思う 30.7％

多すぎると思う
41.2％

無回答7.3％

わからない
17.9％

報酬
回答：648人少なすぎ

ると思う
　2.9％
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全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
軽
減
や
市
営
住
宅
の

介
護
保
険
料
軽
減
や
市
営
住
宅
の

滅
失
に
つ
い
て
条
例
を
一
部
改
正

滅
失
に
つ
い
て
条
例
を
一
部
改
正

新
本
小
学
校
へ
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
新
設
に
伴
う
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
条
例
、
介
護
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
よ
る
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
強
化
と
し
て
保
険

料
率
を
定
め
る
条
例
、
市
営
真
壁

住
宅
の
火
災
に
よ
る
一
戸
滅
失
に

伴
い
条
例
を
一
部
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
本
赤
米
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

新
本
赤
米
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

委
員
会
を
指
定
管
理
者
に
選
定

委
員
会
を
指
定
管
理
者
に
選
定

新
本
小
学
校
へ
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
新
設
す
る
た
め
に
新
本
赤

米
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
す
る

も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

民
間
事
業
者
開
発
に
係
る
字
の
区

民
間
事
業
者
開
発
に
係
る
字
の
区

域
の
廃
止
を
可
決

域
の
廃
止
を
可
決

民
間
事
業
者
に
よ
る
岡
山
郵
便

処
理
施
設（
仮
称
）新
築
工
事
に

係
る
施
設
用
地
及
び
開
発
道
路
の

工
事
施
工
に
伴
い
工
事
完
了
後
に

と
お
り
）

平
成
平
成
2727
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
22
号
）
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
０
０
万

円
を
追
加
、
一
般
会
計
総
額
は
２

６
７
億
４
９
５
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
、
福
島
県
相そ

う

馬ま

市
で
の
防
災
研
修
へ
消
防
団
員

15
名
、
消
防
職
員
２
名
な
ど
、
計

20
名
を
派
遣
す
る
た
め
に
１
５
０

万
円
、
防
災
行
政
無
線
と
し
て
Ｆ

Ｍ
電
波
の
利
用
を
検
討
す
る
た
め

の
調
査
費
86
万
４
千
円
、
民
間
施

設
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
補
助
金
と
し

て
２
３
６
万
１
千
円
、
日
羽
地
内

柳や
ん

谷だ
に

地
区
の
飲
料
水
確
保
の
た
め

の
小
規
模
区
域
給
水
施
設
設
置
補

助
金
３
０
０
万
円
、
新
本
小
学
校

へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
設
の

た
め
の
経
費
４
０
５
万
２
千
円
、

総
社
東
中
学
校
の
技
術
室
集
塵じ

ん

機

と
総
社
西
中
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト

の
購
入
に
３
５
０
万
円
な
ど
で
、

４
月
臨
時
市
議
会

４
月
27
日
、
臨
時
市
議
会
を
開

き
、
歳
入
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
６
億
１
１
５
０
万
円
を

見
込
み
、
歳
出
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
者
に
総
社
の
お
米
・
季
節

の
特
産
品
を
お
礼
の
品
と
し
て
送

る
費
用
４
億
９
５
２
８
万
５
千
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
収

納
す
る
た
め
の
費
用
６
１
１
万
５

千
円
な
ど
を
予
算
措
置
す
る
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

６
月
定
例
市
議
会

６
月
定
例
市
議
会
を
、
６
月
１

日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。（
審
議
結
果

は
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件

の
審
査
を
し
ま
し
た
。（
下
表
の

合
わ
せ
て
合
筆
す
る
た
め
に
字
の

区
域
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
員
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

前
任
者
退
任
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
員
に
難な

ん

波ば

敏と
し

文ふ
み

氏（
井
手
）

の
選
任
に
同
意
。
ま
た
、
人
権
擁

護
委
員
の
任
期
が
平
成
27
年
９
月

30
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
候

補
者
と
し
て
久く

野の

督ま
さ

子こ

氏（
泉
）、

大お
お

森も
り

文ふ
み

子こ

氏（
溝
口
）、
岡お

か

房ふ
さ

子こ

氏（
三
須
）、
本ほ

ん

行ぎ
ょ
うこ

ず
え
氏（
見

延
）を
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
30
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

議
長
交
際
費
執
行
状
況

８
月
定
例
市
議
会
の
予
定

日　時 内　容
８月26日（水） 開会
９月 1日（火） 一般質問
９月 2日（水） 一般質問
９月 3日（木） 一般質問
９月 4日（金） 質疑
９月 7日（月） 委員会
９月 8日（火） 委員会
９月 9日（水） 委員会
９月10日（木） 委員会
９月18日（金） 閉会

問い合わせ � 議会事務局 ℡92-8332

件　　名　（理　　由） 結果
国民を外国の戦争に駆り立てる安
保法制の推進をただちに中止し、
日本国憲法に基づいて武力によら
ない外交を推し進めるよう政府に
求める請願
（本件に関連した事案について、
現在、国会で審議中のため）

継続
審査

農用地の不正事務及び本件該当隣
地への排水妨害事件
（本件に関連した事案について、
現在、裁判で係争中であるため）

継続
審査

請
願・陳
情
の
審
査
結
果

「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要綱」に基づき、
議長の交際費の執行状況を公表します。
各月の執行状況については、議会事務局及び市議会のホームページ

（http://www.gikai.city.soja.okayama.jp/）でご覧になれます。
[平成27年４～６月分]
支出区分 支払年月日 支出金額 支出先等

激励金 4/26 10,000 第 62 回岡山県消防操法訓練大会出場
分団激励慰問金

土産等 4/25
5/7

6,728
8,000

行政視察先（総務文教委員会）
行政視察先（建設消防委員会）

議長賞 6/14 5,400 第 69 回全日本アマ将棋名人戦・一般
将棋総社地区大会

その他 4/20 5,000 議員研修会講師御礼

合　計 35,128

４月からの
累計 － 35,128 －

番　　号 付　　議　　事　　件 結　　果
報告第　２号 予算の繰越しについて（平成26年度総社市水道事業会計予算） 報告を受けた
承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度総社市一般会計補正予算（第９号）） 承 認
承認第　２号 専決処分の承認を求めることについて（総社市税条例等の一部改正） 承 認
承認第　３号 専決処分の承認を求めることについて（総社市都市計画税条例の一部改正） 承 認
承認第　４号 専決処分の承認を求めることについて（総社市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認
議案第４６号 平成27年度総社市一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

平成27年4月臨時総社市議会  付議事件採決一覧表

番　　号 付　　議　　事　　件 結　　果

報告第　３号 地方自治法第180条第１項の規定による専決処分について
※市道の管理瑕疵に係る和解及び損害を賠償すること 報告を受けた

報告第　４号 地方自治法第180条第１項の規定による専決処分について
※市道の管理瑕疵に係る和解及び損害を賠償すること 報告を受けた

報告第　５号 繰越明許費について（平成26年度総社市一般会計予算） 報告を受けた
報告第　６号 繰越明許費について（平成26年度総社市公共下水道事業費特別会計予算） 報告を受けた
報告第　７号 繰越明許費について（平成26年度総社市総社駅南地区土地区画整理事業費特別会計予算） 報告を受けた

議案第４７号 岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び岡山県市町村総合事務組合規約の
変更について 原 案 可 決

議案第４８号 総社市放課後児童クラブ施設条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第４９号 総社市放課後児童クラブ施設指定管理者の指定について 原 案 可 決
議案第５０号 総社市介護保険条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第５１号 字の区域の廃止について 原 案 可 決
議案第５２号 総社市営住宅条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第５３号 平成27年度総社市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第５４号 平成27年度総社市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
同意第　２号 固定資産評価員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
意見第　３号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推薦に同意
意見第　４号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推薦に同意
意見第　５号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推薦に同意
意見第　６号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推薦に同意
議案第５５号 工事請負契約締結の変更について　※総社東中学校耐震補強工事 原 案 可 決
議案第５６号 工事請負契約の締結について　　　※池田小学校校耐震補強工事 原 案 可 決
議案第５７号 工事請負契約の締結について　　　※総社市昭和公民館等移転新築工事 原 案 可 決
議案第５８号 工事請負契約の締結について　　　※新総社市一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設整備工事 原 案 可 決

平成27年6月定例総社市議会  付議事件採決一覧表

４
月
臨
時
市
議
会
・
６
月
定
例
市
議
会

新
本
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
も

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
に

４
億
９
５
２
８
万
円
を
可
決
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そうじゃ  議会だより  2015年（平成27年）８月 そうじゃ  議会だより  2015年（平成27年）８月
一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

次
期
市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る

の
か

こ
の
席
で
正
式
に
立
候
補
を
表

明
す
る

加

藤

保

博

問
本
市
に
お
け
る
市
長
の
功
績

は
大
で
あ
る
。
３
期
目
は
何
を
目

指
し
て
の
挑
戦
か
。

市
長
総
社
流
改
革
は
続
行
中
で

あ
る
。
総
社
の
将
来
像
が
決
ま
る

重
要
な
４
年
間
に
な
る
と
思
う
。

誠
心
誠
意
取
り
組
む
覚
悟
を
も
っ

て
の
立
候
補
で
あ
る
。

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
副
市
長
が
空
席
の
ま
ま
だ
。

今
議
会
に
も
人
事
案
件
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
が
、
予
定
は
ど
う
か
。

市
長
適
任
者
の
人
選
を
国
へ
お

願
い
し
て
い
る
。
空
席
の
ま
ま
が

良
い
と
は
決
し
て
思
っ
て
い
な
い
。

問
あ
ら
ゆ
る
面
で
市
役
所
内
部

に
精
通
し
て
い
る
方
が
適
任
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
長
私
の
決
断
で
早
い
段
階
か

ら
総
務
省
へ
お
願
い
を
し
た
。
国

会
の
都
合
で
夏
頃
ま
で
待
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情

だ
。
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

問
市
長
の
提
案
が
よ
く
否
決
さ

れ
る
。
市
長
の
思
い
つ
き
に
よ
る

も
の
で
議
論
不
足
で
は
な
い
か
。

市
長
議
会
と
の
在
り
方
に
つ
い

て
再
考
の
時
期
と
考
え
て
い
る
。

公
民
館
常
盤
第
２
分
館
に
つ
い
て

問
総
社
駅
西
地
域
の
分
館
建
設

に
向
け
て
の
経
過
は
ど
う
か
。

教
育
長
優
先
度
を
上
げ
建
設
す

る
と
約
束
し
て
い
る
。
現
在
、
県

へ
提
出
す
る
事
業
認
定
の
準
備
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
地
権

者
の
ご
意
向
も
確
認
済
み
で
あ
る
。

Ｐ
＝

新
た

な
分

館
が

望
ま
れ
る
常
盤
地
区

次
の
段
階
を
目
指
し
更
に
進
め

て
い
く

岡
山
県
立
大
学
と
の
包
括
協
定

を
今
後
ど
う
す
る
の
か

深

見

昌

宏

問
岡
山
県
立
大
学
と
の
包
括
協

定
を
結
ん
で
か
ら
数
年
に
な
る
が
、

現
在
ま
で
の
取
組
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

市
長
最
初
は
、
岡
山
県
立
大
学

か
ら
ア
イ
デ
ア
等
を
も
ら
う
だ
け

だ
っ
た
が
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
学
生
約
20
人
を
市
役
所

で
１
週
間
受
け
入
れ
る
な
ど
、
人

的
交
流
も
始
ま
っ
て
い
る
。

問
今
後
の
相
互
活
用
、
連
携
協

力
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
文
部
科
学
省
の
地
方
創
生

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

の
英
語
特
区
で
の
政
策
研
究
、
学

童
保
育
、
生
活
困
窮
者
の
子
ど
も

た
ち
に
勉
強
の
指
導
を
す
る
事
業

等
を
協
力
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
に
つ
い
て

問
人
口
密
集
地
で
の
水
害
時
、

震
災
時
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
る
の
か
。

市
長
自
助
の
後
の
、
公
助
と
し

て
の
対
策
で
、
高
層
ビ
ル
所
有
者

と
の
協
定
を
結
ん
で
水
害
時
の
避

難
場
所
の
確
保
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
連
絡

網
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
避
難
し
た
後
の
情
報
収
集
、

情
報
提
供
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
防
災
組
織
が
で
き
て
い
な

い
所
に
対
し
て
は
ア
ナ
ロ
グ
的
に

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
る
。

問
こ
れ
か
ら
新
し
く
で
き
る
総

社
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
防

災
機
能
を
持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

市
長
災
害
時
に
お
け
る
防
災
の

拠
点
性
の
あ
る
建
物
に
す
べ
き
で

あ
る
。
食
糧
の
備
蓄
、
炊
き
出
し

の
設
備
な
ど
も
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。

自
治
基
本
条
例
を
策
定
し
て
は

ど
う
か

大

熊

公

平

市
民
と
行
政
の
役
割
明
確
化
ま

で
少
し
待
ち
た
い

問
市
民
が
自
主
的
に
行
動
す
る

時
に
規
範
、
理
念
と
な
る
も
の
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
目
指
す
と
こ
ろ
だ
が
、
市

民
と
行
政
の
役
割
が
明
確
化
し
信

頼
関
係
が
も
う
少
し
密
に
な
り
、

支
え
あ
う
関
係
が
は
っ
き
り
す
る

ま
で
、
も
う
少
し
待
ち
た
い
。

問
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。
現
状
分
析
は

ど
う
か
。

市
長
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
で
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
市

民
の
参
加
は
ど
う
か
。

市
長
総
社
・
常
盤
小
学
校
区
な

ど
市
街
地
で
の
加
入
率
が
低
い
。

問
自
由
枠
交
付
金
制
度
は
押
し

付
け
感
が
あ
る
。
ま
た
、
役
員
の

負
担
等
デ
メ
リ
ッ
ト
部
分
も
あ
る

が
ど
う
か
。

市
長
自
由
と
い
い
な
が
ら
自
由

が
な
い
な
ど
問
題
を
再
認
識
し
た
。

将
来
的
に
は
福
祉
の
部
分
も
取
り

込
ん
で
、
総
合
政
策
部
を
中
心
に

市
役
所
全
体
が
横
串ぐ

し

的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
体
制
を
作
る
。「
行

政
は
何
を
や
っ
て
く
れ
る
の
か
」

か
ら「
市
民
が
地
域
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
」へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
大
改
革
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
専
門
的
な
補
助
員
を
つ
け
指

導
助
言
を
行
う
仕
組
み
を
作
る
。

問
マ
ン
パ
ワ
ー
の
育
成
は
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

市
長
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
。

問
市
役
所
の
ス
リ
ム
化
を
目
的

に
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長
71
件
の
事
務
が
ゼ
ロ
に
な

り
、
約
２
人
削
減
で
き
る
。

西

森

頼

夫

教
育
改
革
で
教
科
書
採
択
に
市

長
が
口
を
出
す
の
か

教
科
書
の
採
択
は
教
育
委
員
会

に
任
せ
る

問
教
科
書
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
採
択
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
倉
敷
市
、
浅
口
市
、
里

庄
町
、
早
島
町
と
本
市
の
各
教
育

委
員
会
で
協
議
し
決
め
て
い
る
。

問
市
長
は
教
育
再
生
首
長
会
議

に
加
入
し
監
事
の
役
に
就
い
て
い

る
。
こ
の
会
議
の
目
的
は
何
か
。

市
長
歴
史
認
識
は
横
に
置
い
て
、

道
徳
な
ど
教
育
に
よ
い
も
の
を
取

り
入
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

問
首
長
会
議
を
結
成
し
た
日
本

教
育
再
生
機
構
や
全
国
連
絡
協
議

会
と
い
う
団
体
は「
先
の
戦
争
は

自
衛
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
」と

記
述
し
て
い
る
教
科
書
の
採
択
を

求
め
て
い
る
。
こ
れ
を
安
倍
首
相

や
下
村
文
科
大
臣
が
後
押
し
し
て

い
る
が
ど
う
か
。

市
長
歴
史
認
識
は
別
の
問
題
だ

と
捉
え
て
い
る
。

問
教
育
改
革
で
市
長
が
教
育
長

の
任
命
、
総
合
教
育
会
議
の
主
宰
、

教
育
大
綱
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
教
科
書

の
選
定
も
す
る
の
か
。

市
長
教
科
書
採
択
は
教
育
委
員

会
に
任
せ
る
。
た
だ
、
ブ
ド
ウ
や

鬼
ノ
城
な
ど
地
域
の
特
産
品
や
観

光
資
源
が
載
っ
て
い
る
教
科
書
を

選
ん
で
ほ
し
い
と
は
思
う
。

問
日
本
教
育
再
生
機
構
や
全
国

連
絡
協
議
会
は
、
歴
史
を
変
え
る

教
科
書
採
択
に
目
標
が
あ
る
。
安

倍
総
理
に「
道
徳
教
育
の
啓
発
」

「
市
町
村
単
独
で
教
科
書
を
採
択

で
き
る
」こ
と
な
ど
を
提
言
し
て

い
る
が
ど
う
か
。

市
長
本
市
と
し
て
は
文
科
省
認

定
の
教
科
書
の
中
か
ら
選
択
す
る

だ
け
だ
。
歴
史
認
識
の
問
題
で
教

育
の
現
場
を
停
滞
さ
せ
た
く
な
い
。

新たな分館が望まれる総
社駅西地区

答 問
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一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

問答
ふ
る
さ
と
納
税
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
に
し
た
効
果
は
ど
う
か

根

馬

和

子

大
き
な
反
響
が
あ
り
、
多
く
の

方
が
ご
寄
付
を
く
だ
さ
っ
た

第
２
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い

総
合
計
画
に
庁
舎
の
建
て
替
え

を
明
記
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か

頓
宮
美
津
子

消
防
団
活
動
に
岡
山
県
立
大
学

の
協
力
を
要
請
で
き
な
い
か

岡
山
県
立
大
学
消
防
団
の
結
成

に
向
け
大
学
側
に
働
き
か
け
る

三

宅

啓

介

国
か
ら
減
額
さ
れ
て
も
、
自
由

枠
交
付
金
は
減
ら
さ
な
い

国
か
ら
の
交
付
税
減
に
合
わ
せ

自
由
枠
交
付
金
も
減
ら
す
の
か

笠

原

武

士
　

問
４
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
地

域
別
納
付
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
７
６
４
９
件
で
、
金

額
は
１
億
４
５
５
３
万
２
２
０
１

円
だ
。
東
京
が
１
１
１
３
人
で
２

１
０
５
万
円
、
神
奈
川
が
６
８
９

件
で
１
３
０
４
万
円
、
大
阪
が
６

０
３
件
で
１
１
５
１
万
円
な
ど
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
方
々
だ
。

問
お
礼
品
の
種
類
や
広
報
に
工

夫
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
部
長
桃
は
３
種
類
各
１
７

５
個
か
ら
２
０
０
個
を
用
意
し
た
。

市
長
年
末
商
戦
に
紀
文
の
お
せ

ち
、
地
元
の
仕
出
し
、
お
菓
子
等

を
用
意
し
た
い
。

子
育
て
環
境
は
整
っ
て
い
る
か

問
保
育
所
の
入
所
状
況
は
ど
う

か
。

教
育
長
入
所
を
望
む
人
全
て
は

入
れ
ず
、
47
人
の
待
機
児
が
い
る
。

問
そ
れ
を
補
足
す
る
た
め
に
幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

教
育
長
５
園
で
実
施
し
て
い
る

が
、
拡
充
し
て
い
く
。
預
か
り
時

間
も
午
後
６
時
ま
で
と
す
る
。

問
幼
稚
園
の
長
期
休
業
中
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

教
育
長
空
調
設
備
、
昼
寝
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
、
人
件
費
等
の
費

用
が
掛
か
る
。
国
・
県
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
を
実

施
し
て
い
る
か

問
24
項
目
の
提
言
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
実
施
で
き
た
か
。

市
長
９
項
目
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

歴
史
や
環
境
の
語
り
部べ

を
育
て
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

問
雪
舟
生
誕
地
公
園
の
予
定
地

を
３
世
代
の
市
民
が
楽
し
め
る
よ

う
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

市
長
第
２
次
総
合
計
画
に
公
園

整
備
を
継
続
し
、
様
々
な
案
を
検

討
し
て
東
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問
第
２
次
総
合
計
画
策
定
中
だ

が
、
地
域
づ
く
り
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
高
梁
川
以
西
の

活
性
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
の
た
め
に
も
、
市
庁
舎
の

建
て
替
え
計
画
を
総
合
計
画
に
明

記
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
地
域
間
格
差
解
消
に
取
り

組
み
た
い
。
川
西
で
は
、
特
に
新

本
・
山
田
地
域
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
庁
舎
の
建
て
替
え
も
議
会

と
相
談
し
な
が
ら
最
短
距
離
で
考

え
、
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

問
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
一
環

と
し
て
、
ま
ず
は
決
算
調
書
に
評

価
を
組
み
込
ん
で
は
ど
う
か
。
ま

た
、
指
定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
導
入
も
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
い
ず
れ
も
導
入
し
た
い
。

問
自
殺
対
策
と
し
て
、
自
宅
で

簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」と
い
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

導
入
で
き
な
い
か
。

市
長
導
入
し
た
い
。
自
殺
ゼ
ロ

を
目
指

し
て
更

に
力
を

入
れ
て

い
き
た

い
。

問
市
役
所
に
危
機
管
理
室
を
設

け
た
目
的
は
何
か
。

市
長
災
害
対
応
は
、
今
ま
で
総

務
課
の
一
業
務
で
あ
っ
た
。
専
門

部
署
の
設
置
で
、
迅
速
な
災
害
対

応
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

問
市
長
不
在
時
の
危
機
管
理
体

制
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
市
長
不
在
時
に
は
山
中
教

育
長
、
中
島
政
策
監
、
栁
澤
総
合

政
策
部
長
の
順
で
指
揮
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
。

広
島
市
の
土
砂
災
害
を
教
訓
と
し

た
砂
防
対
策
に
つ
い
て

問
市
内
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

特
別
警
戒
区
域
は
何
箇
所
あ
る
か
。

市
長
警
戒
区
域
が
３
８
８
箇
所

あ
る
が
、
特
別
警
戒
区
域
は
な
い
。

問
警
戒
区
域
内
に
住
居
や
避
難

施
設
は
あ
る
の
か
。

市
長
区
域
内
に
住
居
が
３
０
０

０
戸
、
避
難
施
設
は
12
箇
所
あ
る
。

問
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）の
配
信
実
績
と
配
信
基

準
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長
配
信
実
績
は
な
い
。

基
準
は
携
帯
電
話
各
社
が
設
定
し
、

警
報
な
ど
気
象
情
報
の
配
信
は
不

可
だ
が
避
難
準
備
情
報
や
勧
告
な

ど
は
本
市
か
ら
発
信
可
能
で
あ
る
。

問
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
応
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
現
在
、
岡
山
大
学
の

教
授
に
依
頼
し
て
、
作
成
中
で
あ

る
。

問
自
由
枠
交
付
金
の
配
分
に
地

域
間
で
不
公
平
感
が
あ
る
が
ど
う

か
。

市
長
清
音
地
区
、
山
手
地
区
の

夏
祭
り
等
に
対
す
る
補
助
金
は
、

今
年
か
ら
自
由
枠
交
付
金
に
含
め

る
。
全
地
区
対
象
の
道
路
と
水
路

を
守
る
会
に
対
し
て
は
、
土
木
担

当
員
経
由
で
報
償
金
と
し
て
支
出

し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
交
付
金
に

含
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
地
域
ご
と
に
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

合
併
時
の
条
件
や
各
地
域
の
特
性

も
考
慮
し
て
、
公
平
な
地
域
配
分

に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

問
総
社
小
、
常
盤
小
学
校
区
で

は
運
用
困
難
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
全
体
で
17
の
地
域
が
あ
る

が
、
こ
の
両
地
域
だ
け
で
全
人
口

の
36
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

構
成
す
る
小
地
域
は
40
か
ら
50
も

あ
り
、
困
難
さ
は
感
じ
て
い
る
。

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
で
、

行
政
も
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
く
。

第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

問
産
業
部
の
山
手
出
張
所
へ
の

移
転
計
画
は
、
思
い
つ
き
か
。

市
長
合
併
20
周
年
に
新
庁
舎
を

建
築
す
る
と
仮
定
し
て
、
そ
れ
ま

で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
清
音
、

山
手
両
出
張
所
を
活
用
す
る
案
を

考
え
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

庁
舎
の
新
築
後
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

行
政
を
行
う
た
め
、
再
度
出
張
所

か
ら
本
庁
に
移
転
す
る
考
え
で
あ

る
。

本市では洪水・土砂災害ハザードマップ
を作成しており、特にゲリラ豪雨に対
応したハザードマップを作成中である。

自由枠交付金を活用して設置
されたＬＥＤ街灯（泉地区）こころの体温計の結果例
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一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

答 問
流
通
セ
ン
タ
ー
付
近
の
道
路
清

掃
に
つ
い
て
は
ど
う
か

国
道
は
年
１
回
除
草
で
あ
る
が

年
２
回
で
要
望
し
て
い
き
た
い

片

岡

茂

夫

問
Ｇ
Ｌ
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
、
日

本
郵
便
、
日
本
郵
便
輸
送
が
２
０

１
７
年
に
操
業
予
定
で
交
通
量
も

増
え
る
。
交
通
、
ご
み
対
策
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

市
長
国
道
１
８
０
号
バ
イ
パ
ス
、

高
速
道
路
、
市
道
高
松
田
中
西
阿

曽
線
１
号
道
な
ど
、
種
類
の
違
う

道
路
で
、
交
通
渋
滞
、
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
に
市
と
し
て
手
伝
う

こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。
景
観
、
美
観
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
ご
み
雑
草
対
策
も
や
っ

て
い
く
。

問
市
道
高
松
田
中
西
阿
曽
線
１

号
道
の
吉
備
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部

分
に
雑
草
ご
み
が
多
い
。
常
に
流

水
も
あ
る
。
対
策
は
ど
う
か
。

市
長
流
水
、
冠
水
に
つ
い
て
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

除
草
は
、
９
月
頃
に
１
回
実
施
す

る
。

問
雪
舟
生
誕
地
公
園
予
定
地
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
考
え
は
ど
う

か
。

市
長
第
２
次
総
合
計
画
で
雪
舟

生
誕
地
公
園
整
備
計
画
を
検
討
し

て
い
く
。
た
だ
し
、
平
成
31
年
に

起
債
の
償
還
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
大

型
事
業
も
山
積
し
て
お
り
、
優
先

度
は
考
え
た
い
。

問
地
の
利
を
生
か
し
、
公
園
計

画
が
で
き
る
ま
で
何
か
土
地
利
用

は
で
き
な
い
か
。

市
長
２
年
後
に
日
本
郵
便
が
稼

動
す
る
。
エ
リ
ア
の
交
通
量
を
見

て
検
討
す
る
。

お
詫
び
の
意
味
も
含
め
て
総
社

市
流
で
提
案
し
た
い

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を

反
省
し
て
の
施
策
は
ど
う
か

岡

崎

亨

一

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

の
反
省
は
ど
う
か
。

市
長
多
く
の
市
民
か
ら
不
満
の

声
が
出
た
時
点
で
失
敗
だ
っ
た
。

大
変
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

全
戸
に
申
込
券
を
配
布
し
て
周
知

期
間
も
１
か
月
設
け
た
。
ス
ピ
ー

ド
感
を
第
一
に
考
え
て
実
施
し
た
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
計
画

に
つ
い
て

問
岡
山
県
立
大
学
と
の
協
定
は

ど
う
か
。

市
長
本
市
と
し
て
は
当
初
、
一

方
的
に
受
身
の
姿
勢
だ
っ
た
。
そ

の
後
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け

入
れ
、
共
同
開
発
を
や
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

問
岡
山
県
立
大
学
周
辺
の
開
発

に
つ
い
て
現
役
学
生
・
Ｏ
Ｂ
職
員

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

市
長
吉
備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
も
含

め
て
、
最
大
の
課
題
は
岡
山
県
立

大
学
前
だ
と
思
っ
て
い
る
。
大

学
・
学
生
・
Ｏ
Ｂ
の
熱
意
を
是
非

お
借
り
し
た
い
。

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

問
議
事
録
の
公
開
は
ど
う
か
。

教
育
長
請
求
に
よ
り
公
開
し
て

い
る
。
今
年
は
積
極
的
に
公
表
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
指
導
用
の
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
使
っ
て
い
る
が
、
非
常
に

お
金
が
掛
か
っ
て
い
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
含
め
た

メ
ー
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
う
か
。

教
育
長
教
本
と
し
て
の
教
科
書

で
な
け
れ
ば
難
し
い
と
考
え
る
。

予
想
外
に
早
く
売
り
切
れ
、
買
え

な
か
っ
た
皆
さ
ん
に
謝
り
た
い

２
日
間
で
完
売
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
施
策
の
感
想
は

赤

澤

康

宏

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
２

日
間
で
完
売
し
た
。
国
か
ら
の
交

付
金
の
活
用
は
、
全
て
の
市
民
に
、

公
平
・
公
正
・
平
等
で
な
く
て
は

い
け
な
い
。
今
回
は
急
ぎ
す
ぎ
た

の
で
は
な
い
の
か
。
今
回
の
感
想

と
今
後
こ
の
よ
う
な
、
ば
ら
ま
き

的
な
交
付
金
が
あ
れ
ば
、
今
回
の

反
省
を
ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長
こ
の
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
は
、
予
想
に
反
し
私
の
見

当
違
い
で
、
市
民
の
方
々
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
心
よ

り
お
詫
び
し
た
い
。
次
に
あ
る
と

し
て
も
、
で
き
れ
ば
行
い
た
く
な

い
。

副
市
長
人
事
に
つ
い
て

問
国
か
ら
招
く
予
定
の
副
市
長

だ
が
、
今
議
会
で
は
、
人
事
案
件

は
出
て
い
な
い
。
い
つ
の
予
定
な

の
か
。
今
後
、
外
部
か
ら
呼
ぶ
の

な
ら
、
県
か
ら
招
く
考
え
は
な
い

の
か
。

市
長
副
市
長
の
不
在
は
良
い
こ

と
で
は
な
い
。
予
定
で
は
国
会
終

了
後
に
な
る
と
思
う
。
県
か
ら
招

く
考
え
は
、
優
秀
な
人
材
で
本
市

に
来
て
く
れ
る
な
ら
、
前
向
き
に

考
え
る
。

市
役
所
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
つ

い
て問

既
存
の
建
物
の
有
効
利
用
と

し
て
、
今
後
の
役
所
内
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
配
置
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長
来
年
度
ま
で
に
は
建
物
の

有
効
利
用
も
含
め
、
こ
ど
も
夢
づ

く
り
課
と
こ
ど
も
課
の
不
便
を
解

消
し
、
役
所
の
手
続
き
等
が
市
民

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
議
会

に
も
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

そ
の
よ
う
に
対
応
す
る

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
に
し
て
は
ど
う
か

萱

野

哲

也

問
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
に
な
っ
て
い

な
い
。
市
民
に
多
く
の
情
報
提
供

を
し
て
い
く
の
な
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長
お
金
も
か
か
る
の
で
、
補

正
予
算
案
を
提
出
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

スマートフォン対応の
自治体ホームページ

き
よ
ね
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問
今
年
度
か
ら
、
き
よ
ね
認
定

こ
ど
も
園
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
が
混
在
し

そ
れ
ぞ
れ
給
与
体
系
が
違
う
。
仕

事
内
容
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、

給
与
格
差
は
生
じ
て
い
る
。
こ
の

給
与
格
差
を
ど
の
よ
う
に
是
正
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長
希
望
と
し
て
は
、
高
い

方
に
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

市
長
速
や
か
に
教
育
職
ベ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
い
く
。
手
当
等
は
職

員
組
合
と
相
談
し
て
い
く
。
基
本

的
に
は
高
い
方
に
合
わ
せ
て
い
く
。

適切な管理が求められ
る国道180号バイパス

きよね認定こども園
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答 問

一
般
質
問
・
委
員
会
活
動
報
告

総
務
文
教
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

４
月
臨
時
会
で
は
議
案
４
件
、
６

月
定
例
会
で
は
議
案
７
件
、
同
意

１
件
で
あ
り
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。（
請
願

１
件
は
継
続
審
査
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
４
月
臨
時
会
》

●
平
成

●
平
成
2727
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）（
議
案
第

補
正
予
算（
第
１
号
）（
議
案
第

4646
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・		

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
増

加
に
伴
う
お
礼
品
の
増
額

問
米
１
俵
は
５
キ
ロ
ず
つ
送
る

と
12
回
送
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
送
付
と
手
間
が
か
か
る
が
ど

う
か
。

答
米
５
キ
ロ
を
４
袋
で
20
キ
ロ

と
し
、
配
送
時
期
は
11
、
12
、
１

月
の
毎
月
か
11
、
1
、
3
月
の
隔

月
か
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

《
６
月
定
例
会
》

●
総
社
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

●
総
社
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
議
案
第

（
議
案
第
4848
号
）
号
）

新
本
小
学
校
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
の
新
設
、
及
び
、
児
童

福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
が
で
き
る
児

童
の
年
齢
要
件
が
小
学
生
全
体
と

な
っ
た
た
め
関
係
条
文
の
整
理
を

行
う
も
の

問
新
本
小
学
校
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ

る
の
か
。

答
学
校
内
の
教
室
を
活
用
で
き

る
こ
と
、
ま
た
、
運
営
委
員
会
が
、

地
元
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
日
々
の
保
育

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

●
平
成

●
平
成
2727
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

5353
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
内
容
》

・	

新
本
小
学
校
区
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
経
費
、
及

び
、
福
島
県
相
馬
市
で
の
防
災

研
修
に
消
防
団
員
等
20
名
が
参

加
す
る
経
費
の
増
額

一
帯
を
市
街
化
に
編
入
し
て
学

生
が
憩
え
る
エ
リ
ア
に
し
た
い

岡
山
県
立
大
学
を
中
心
と
し
た

学
園
都
市
構
想
は
な
い
か

難

波

正

吾

問
服
部
地
区
な
ど
東
の
玄
関
口

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長
農
地
転
用
権
限
を
求
め
、

農
水
省
に
３
回
行
っ
た
が
規
制
が

厳
し
い
。
大
学
周
辺
に
ふ
さ
わ
し

い
土
地
活
用
が
必
要
だ
。
長
良
に

は
新
た
に
２
０
０
０
人
の
雇
用
が

生
ま
れ
る
。
定
住
促
進
、
商
店
誘

致
に
は
、
土
地
の
規
制
緩
和
が
必

要
だ
。
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

問
吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
へ
の
想
い

は
ど
う
か
。

市
長
審
議
会
に
検
討
を
委
ね
て

い
る
が
、
個
人
的
に
は
導
入
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
拡
充
は
ど
う
か

問
県
下
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

通
院
、
入
院
と
も
無
料
が
大
勢
だ
。

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長
平
成
26
年
度
小
児
医
療
費

は
、
対
前
年
比
で
１
０
０
０
万
円

増
の
見
込
み
だ
。
支
え
合
い
、
助

け
合
い
が
定
着
す
れ
ば
検
討
し
た

い
。

集
団
的
自
衛
権
、
安
全
保
障
法
に

つ
い
て
の
見
解
は

問
日
本
は
平
和
外
交
に
徹
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
背
景
に
つ
い
て
は
、
分
か

ら
な
い
話
で
は
な
い
が
、
一
内
閣

の
閣
議
決
定
で
の
法
整
備
は
時
期

尚
早
だ
。

第
２
回
芸
術
祭
に
つ
い
て

問
芸
術
祭
の
評
価
は
ど
う
か
。

教
育
長
市
民
参
加
型
で
18
日
間

開
催
し
た
。
全
体
と
し
て
良
か
っ

た
。
特
に
総
社
初
の
オ
ペ
ラ
は

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
。

４
月
臨
時
会
で
は
議
案
１
件
、
６

月
定
例
会
で
は
議
案
３
件
で
あ
り
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
陳
情
１
件
は
継
続
審
査
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
６
月
定
例
会
》

●
平
成

●
平
成
2727
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

5353
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
内
容
》

・	

日
羽
地
内
柳や

ん

谷だ
に

地
区
に
お
い
て
、

既
存
の
給
水
施
設
の
水
質
が
悪

化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
小
規
模

区
域
給
水
施
設
設
置
事
業
補
助

金
を
増
額
す
る
も
の

・	

高
間
や
ま
び
こ
ま
つ
り
及
び
温

羅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
の
補

助
金
、
各
40
万
円
を
、
地
域
づ

く
り
自
由
枠
交
付
金
で
措
置
し

た
た
め
、
減
額
し
よ
う
と
す
る

も
の

問
小
規
模
区
域
給
水
施
設
の
給

水
人
口
、
取
水
場
所
と
水
処
理
の

方
法
は
ど
う
か
。

答
小
規
模
区
域
給
水
施
設
設
置

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
、
補
助

対
象
は
給
水
人
口
20
人
以
上
又
は

問
該
当
と
な
る
対
象
者
の
見
込

み
数
と
保
険
料
の
徴
収
方
法
は
ど

う
か
。

答
対
象
者
の
見
込
み
数
は
１
８

８
７
人
で
あ
る
。
保
険
料
の
徴
収

は
従
前
ど
お
り
、
特
別
徴
収
と
普

通
徴
収
に
よ
る
。

●
平
成

●
平
成
2727
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

5353
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
内
容
》

・	

山
手
・
清
音
、
両
地
区
の
地
域

イ
ベ
ン
ト
補
助
金
に
つ
い
て
、

地
域
づ
く
り
自
由
枠
交
付
金
で

実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
減
額

問
地
域
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
が
地

域
づ
く
り
自
由
枠
交
付
金
へ
移
行

す
る
が
、
こ
の
減
額
さ
れ
る
金
額

は
、
全
て
地
域
づ
く
り
自
由
枠
交

付
金
へ
移
行
す
る
の
か
。

答
山
手
・
清
音
両
協
議
会
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
若
干
減
額
の

う
え
、
地
域
活
動
と
し
て
、
自
由

枠
交
付
金
に
算
入
し
て
い
る
。

産
業
水
道
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

低
く
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
広
く
す

る
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

答
フ
ェ
ン
ス
を
低
く
す
る
と
成

形
鋼
板
を
支
え
る
控
え
柱
が
短
い

タ
イ
プ
で
す
む
こ
と
か
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
広
く
使
え
る
。

総務文教委員会では学校教育現
場を視察（14ページに関連記事）

厚
生
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

４
月
臨
時
会
で
は
議
案
３
件
、
６

月
定
例
会
で
は
議
案
７
件
で
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
６
月
定
例
会
》

●
総
社
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

●
総
社
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
議
案
第

改
正
に
つ
い
て（
議
案
第
5050
号
）
号
）

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
強
化
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
料
率
を
条

例
で
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

問
相
馬
市
で
の
防
災
研
修
に
つ

い
て
参
加
者
の
構
成
は
ど
う
か
。

ま
た
、
実
施
後
の
報
告
は
行
わ
れ

る
の
か
。

答
参
加
者
は
、
消
防
団
員
15
名
、

消
防
職
員
２
名
、
市
職
員
２
名
、

ア
ム
ダ
職
員
１
名
の
計
20
名
で
あ

る
。
研
修
後
は
報
告
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
自
主
防
災
組
織
が
で
き
て
い

る
が
、
一
般
の
人
は
行
け
な
い
の

か
。

答
来
年
以
降
も
こ
う
い
っ
た
事

業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
相
馬
市

と
調
整
し
、
消
防
団
員
や
一
般
市

民
な
ど
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に

現
地
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更
に

●
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更
に

つ
い
て（
議
案
第

つ
い
て（
議
案
第
5555
号
）
号
）

・	

総
社
東
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

に
つ
い
て
、
仮
設
工
事
に
伴
う

仮
囲
い
の
仕
様
を
、
高
さ
３

メ
ー
ト
ル
の
成
形
鋼
板
か
ら
１
．

８
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン

ス
に
変
更
す
る
こ
と
か
ら
工
事

費
を
減
額
す
る
も
の

問
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
の
高
さ
を

委
員
会
活
動
報
告
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当
要
求
等
の
記
録
制
度
。
公
益
通

報
制
度
の
改
正
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
室
設
置
等

※　

官
製
談
合
再
発
防
止
調
査
特

別
委
員
会
調
査
報
告
書
全
文
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

柳
川
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
が
視
察・交
流

５
月
11
日
、
福
岡
県
柳
川
市
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
10
名
が
、

本
市
議
会
だ
よ
り
の
内
容
、
編
集

方
法
の
視
察
に
来
総
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

正
副
委
員
長
が
、
一
般
質
問
の
ペ

ー
ジ
は
質
問
議
員
が
原
稿
執
筆
、

写
真
選
定
し
て
い
る
こ
と
、
編
集

委
員
会
は
見
出
し
の
つ
け
方
に
特

に
留
意
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説

明
。
議
会
広
報
に
つ
い
て
意
見
交

換
も
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

柳
川
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
を
病
院
や
銀
行
な
ど
市
民
の
皆

さ
ん
の
目
に
留
ま
る
場
所
に
も
配

布
し
て
お
り
、
本
市
議
会
で
も
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

る
原
因
究
明
調
査
の
実
施
…
第
三

者
で
組
織
す
る
市
再
出
発
制
度
改

革
委
員
会
を
設
置
。
職
員
全
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
関
係
職
員

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施

【
提
言
】入
札
を
監
視
す
る
第
三

者
委
員
会
の
設
置
…
外
部
有
識
者

に
よ
る
市
入
札
等
監
視
委
員
会
を

設
置

【
提
言
】随
意
契
約
の
厳
格
な
運

用
…
随
意
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
。
随
意
契
約
の
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
利
用（
本
年
８
月
予
定
）

【
提
言
】指
名
停
止
の
罰
則
強
化

…
談
合
、
贈
賄
等
の
停
止
期
間
を

従
来
の
２
～
３
倍
に
強
化
等

【
提
言
】建
設
工
事
請
負
業
者
選

定
要
件
の
厳
格
化
等
及
び
選
定
の

審
査
の
徹
底
…
競
争
入
札
参
加
資

格
申
請
書
の
提
出
書
類
を
追
加
。

不
良
・
不
適
格
業
者
排
除
の
た
め

の
事
業
所
実
地
調
査
。
新
規
登
録

業
者
の
認
定
の
選
定
基
準
改
正
と

明
確
化
等

【
提
言
】組
織
と
し
て
の
談
合
防

止
意
思
の
明
確
化
…
市
職
員
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
の
制
定
。
不

そ
の
後
、
特
別
委
員
会
は
、
検

察
の
捜
査
や
起
訴
の
際
の
情
報
を

可
能
な
範
囲
で
収
集
し
、
公
判
の

傍
聴
、
公
判
記
録
の
閲
覧
も
行
い

な
が
ら
、
提
言
に
対
す
る
当
局
の

対
応
状
況
と
当
局
の
対
応
策
が
効

果
を
上
げ
て
い
る
か
継
続
し
て
調

査
を
し
て
い
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
は
、
こ
の
最
終
報

告
を
も
っ
て
消
滅
し
ま
し
た
が
、

市
議
会
と
し
て
は
、
各
常
任
委
員

会
で
継
続
し
て
所
管
事
務
調
査
等

も
行
い
、
契
約
事
務
の
監
視
、
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

市
議
会
の
提
言
と
当
局
の
対
応

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
】官
製
談
合
事
件
に
関
す

官
製
談
合
再
発
防
止
調
査
特
別
委
員
会

入
札
制
度
の
信
頼
回
復
に
向
け
て 

官
製
談
合
再
発
防
止
調
査
特
別

委
員
会（
平
成
26
年
１
月
27
日
設

置
）の
調
査
最
終
報
告
が
６
月
定

例
会
最
終
日
の
６
月
19
日
、
大
熊

公
平
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
あ

り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

官
製
談
合
再
発
防
止
調
査
特
別

委
員
会（
22
人
）は
平
成
26
年
２

月
定
例
会
で
、
そ
れ
ま
で
の
調
査

内
容
を
議
長
に
報
告
し
、
市
長
に

対
し
官
製
談
合
再
発
防
止
の
た
め

の
８
つ
の
提
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
議
会
だ
よ
り
平
成
26
年
１
月
臨

時
会
・
２
月
定
例
会
版
参
照
）

修
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
増

額
と
そ
れ
に
伴
う
国
庫
補
助
金

の
増
額

問
本
事
業
の
補
助
対
象
要
件
は

何
か
。

答
飛
散
性
の
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

が
あ
る
建
物
の
改
修
工
事
が
対
象

と
な
る
。

問
民
間
事
業
者
の
ほ
か
、
個
人

住
宅
は
補
助
対
象
と
な
る
か
。

答
個
人
住
宅
も
補
助
対
象
と
な

る
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
６
月
定
例
会
》

●
総
社
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

●
総
社
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
議
案
第

正
に
つ
い
て（
議
案
第
5252
号
）
号
）

本
年
１
月
に
市
営
真
壁
住
宅
に

お
い
て
火
災
が
発
生
し
、
住
宅
１

戸
が
滅
失
し
た
こ
と
か
ら
、
市
営

住
宅
の
管
理
戸
数
を
改
め
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
関
係
条
文
の
整

理
を
行
お
う
と
す
る
も
の

問
市
営
真
壁
住
宅
は
、
老
朽
化

が
著
し
く
入
居
募
集
を
停
止
し
て

い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

答
本
住
宅
は
か
な
り
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
耐
用
年
数
を
超
え

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
昨
年
度
に

策
定
し
た
総
社
市
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
本
住
宅
は
、

用
途
廃
止
ま
た
は
、
現
在
の
場
所

以
外
に
建
て
替
え
る
計
画
と
し
て

い
る
。

●
平
成

●
平
成
2727
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

補
正
予
算（
第
２
号
）（
議
案
第

5353
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
内
容
》

・	

民
間
事
業
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
改

の
工
事
請
負
契
約
を
、
契
約
金
額
、

６
億
２
３
１
６
万
円
で
締
結
し
よ

う
と
す
る
も
の

問
放
流
水
の
水
質
と
処
理
方
法

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
法
令
基
準
に
合
致
し
た
水
質

に
処
理
し
て
放
流
す
る
。
そ
の
処

理
方
法
は
、
ま
ず
、
微
生
物
に
よ

る
生
物
処
理
を
行
い
、
苛
性
ソ
ー

ダ
な
ど
の
薬
液
に
よ
り
化
学
処
理

を
行
い
、
高
度
処
理
と
し
て
、
砂

ろ
過
、
活
性
炭
吸
着
処
理
を
行
う
。

新総社市一般廃棄物最終処分場予定地
で説明を受ける産業水道委員

建
設
消
防
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

４
月
臨
時
会
で
は
議
案
１
件
、
６

月
定
例
会
で
は
議
案
２
件
で
あ
り
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

給
水
戸
数
５
戸
以
上
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
柳や

ん

谷だ
に

地
区
は
５
戸
８
名

の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
取

水
位
置
は
、
既
存
の
場
所
よ
り
離

れ
た
山
側
で
あ
り
、
そ
こ
に
井
戸

を
掘
り
、
滅
菌
装
置
を
設
置
し
て

水
質
基
準
を
満
た
し
た
水
を
給
水

す
る
計
画
で
あ
る
。

問
地
域
づ
く
り
自
由
枠
交
付
金

に
移
さ
れ
た
高
間
や
ま
び
こ
ま
つ

り
及
び
温
羅
ま
つ
り
の
補
助
金
だ

が
、
も
と
も
と
観
光
費
と
し
て
予

算
計
上
さ
れ
て
い
た
。
地
域
づ
く

り
の
交
付
金
で
措
置
す
る
と
な
る

と
、
趣
旨
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思

う
。
地
元
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
の
か
。

答
高
間
や
ま
び
こ
ま
つ
り
及
び

温
羅
ま
つ
り
は
、
観
光
振
興
に
も

寄
与
し
て
い
た
の
で
、
今
後
も
、

市
と
地
元
が
一
層
連
携
し
て
、
地

域
の
観
光
振
興
に
も
役
立
つ
も
の

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
議
案
第

て（
議
案
第
5858
号
）
号
）

新
総
社
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
浸
出
水
処
理
施
設
整
備
工
事

委
員
会
活
動
報
告

委員会の動き
５月11日～12日　総務文教委員会が受益者負担金の在り
方、防災対策等について、千葉県我

あ

孫
び

子
こ

市、福島県相馬
市を行政視察

５月19日～20日　建設消防委員会が、市営住宅入居有
資格者の民間賃貸住宅空き家入居時の家賃補助制度、空
き家対策等について、茨城県ひたちなか市、神奈川県横
須賀市を行政視察

５月20日　総務文教委員会が市教育委員と意見交換
６月25日　総務文教委員会が総社西中学校・総社小学校
を視察（13ページに関連写真）

議会改革度ランキング 県内第１位
市民参加促進に高評価
早稲田大学マニフェスト研究所が
回答のあった全国1,503議会を対象
とした2014年議会改革度調査のラ
ンキングで本市議会は県内１位、中
国地方でも第4位になりました。全
国でも前年度の188位から56位と順
位を上げた理由は、議会フォーラム
の開催など市民参加の促進や、会議
録検索のため等に本会議場や委員会
室等へのタブレット端末持ち込みと
使用を可能にするなどＩＣＴ化への
取組、また、議員の政務活動費の収
支報告を議会だよりや市議会ホーム
ページへ掲載するなどの情報公開が
進んでいることが主なものです。
本市議会では、議会活動が見えに
くいという市民の皆さんのご意見か
ら、「議会の見える化」に取り組ん
でおり、意見交換会や委員会の原則
全面公開、ケーブルテレビやインタ
ーネットによる議会中継など今後と
も積極的に行い、分かりやすい議会
を目指してまいります。
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再
生
紙
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
う
じ
ゃ
議
会
だ
よ
り

平
成
27年

８
月
１
日
発
行

発
行
／
総
社
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
株
式
会
社
郁
文
社
印
刷 『

第
２
次
総
社
市
総
合
計
画
』

に
注
目
し
た
い
。
平
成
28
年
度

か
ら
10
年
間
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
か

を
示
す
重
要
な
計
画
だ
か
ら
だ
。

秋
に
は
市
長
選
挙
も
行
わ
れ
、

総
社
市
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
総
社
市
は
も
ち
ろ

ん
市
民
一
人
ひ
と
り
の
活
動
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
点

で
、
自
由
枠
交
付
金
制
度
は
市

民
が
原
動
力
の『
こ
れ
ぞ
総
社

流
』と
い
う
取
組
だ
。

制
度
上
の
問
題
点
も
多
々
あ

る
が
調
整
し
つ
つ
、
み
ん
な
で

総
社
を
支
え
る
た
め
に
議
会
も

ま
す
ま
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。�

（
三
宅
啓
介
）

◆
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

	

委
員
長　

村
木　

理
英

副
委
員
長　

三
宅　

啓
介

委　
　

員　

萱
野　

哲
也

委　
　

員　

岡
崎　

亨
一

委　
　

員　

小
川　

進
一

編

集

後

記

議席
番号 議員氏名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・

陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 合計

1 萱野　哲也 300,000 51,030 80,520 57,600 55,468 40,000 3,337 287,955 
2 三宅　啓介 300,000 51,200 107,460 3,229 11,557 173,446 
3 岡崎　亨一 300,000 63,629 194,430 12,764 270,823 
4 深見　昌宏 300,000 174,787 245,800 15,927 436,514 
5 小川　進一 300,000 12,312 121,360 133,672 
6 髙谷　幸男 300,000 325,160 48,121 33,732 407,013 
7 小西　義已 300,000 66,360 396,570 49,449 22,773 535,152 
8 難波　正吾 300,000 78,520 22,800 53,140 120,000 60,000 334,460 
9 小西　利一 300,000 302,873 25,000 22,029 349,902 
10 津神謙太郎 300,000 14,029 9,853 21,253 45,135 
11 村木　理英 300,000 353,125 9,000 106,173 468,298 
12 頓宮美津子 300,000 29,800 331,970 36,676 398,446 
13 赤澤　康宏 300,000 64,648 255,040 6,942 49,198 375,828 
14 片岡　茂夫 300,000 11,880 185,760 3,817 27,876 43,336 272,669 
15 塩見　禎章 0 0 
16 名木田正昭 300,000 58,357 250,040 9,853 318,250 
17 加藤　保博 300,000 60,659 66,820 4,151 30,711 72,000 234,341 
18 笠原　武士 300,000 102,110 150,770 1,810 37,116 291,806 
19 根馬　和子 300,000 324,060 18,400 18,186 360,646 
20 荒木　勝美 300,000 233,702 36,205 22,310 292,217 
21 山口　久子 300,000 218,561 5,000 5,145 56,569 90,000 375,275 
22 剣持　堅吾 300,000 86,746 255,580 4,048 112,044 458,418 
23 大熊　公平 300,000 19,359 277,680 97,233 394,272 
24 西森　頼夫 300,000 1,800 47,956 53,240 120,000 60,000 282,996 

計 6,900,000 1,609,813 4,066,870 128,356 18,400 0 9,000 158,927 876,242 280,000 349,926 7,497,534 

平成26年度政務活動費収支報告書集計表

※合計金額が交付額を超える部分は自己負担とし，合計金額が交付額に満たない部分は返還しています。

政
務
活
動
費
は
、
市
政
の
課
題

及
び
市
民
の
意
思
を
把
握
し
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
活
動
そ
の
他
住

民
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
必
要
な

経
費
と
し
て
議
員
の
申
請
に
基
づ

き
一
人
当
た
り
月
額
２
万
５
千
円

交
付
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
管
理

は
、
議
員
個
人
で
行
い
、
使
用
に

当
た
っ
て
は
厳
正
で
明
確
に
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、
全
て
の
金
額
の

領
収
書
等
を
添
え
て
収
支
報
告
を

行
う
こ
と
、
残
金
は
返
還
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
調
査
研
究
費

と
し
て「
市
民
派
議
員
に
な
る
た

め
の
本
」購
入
、
広
報
費
と
し
て

活
動
報
告
作
成
費
用
な
ど
、
研
修

費
と
し
て「
地
方
財
政
制
度
の
基

本
と
健
全
化
の
課
題
」講
座
へ
の

参
加
、
富
山
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
視
察
な

ど
の
活
用
が
あ
り
、
研
修
等
の
成

果
は
、
一
般
質
問
な
ど
を
通
じ
て

市
政
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

平
成
26
年
度
政
務
活
動
費

収
支
報
告
書
公
表


